
  
  西太平洋湿潤地域の植生帯と針葉樹優占の生物地理学

  誌名 日本生態學會誌
ISSN 00215007
著者名 相場,慎一郎
発行元 日本生態学会暫定事務局
巻/号 67巻3号
掲載ページ p. 313-321
発行年月 2017年11月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



日本生態学会誌 67:313-321 (2017) 

特集 熱帯林における球果類優占のメカニズム

西太平洋湿潤地域の植生帯と針葉樹優占の生物地理学

相場慎一郎＊

鹿児島大学大学院理工学研究科

Vegetation zones and biogeography of conifer dominance in the humid regions of the western Pacific 

Shin-ichiro Aiba 
＊ 

Graduate School of Science and Engineering, Kagoshima University 

要旨：日本から台湾・東南アジア島嶼部・ニューギニア・オーストラリア東岸を経てタスマニアとニュージーランドに

至る西太平洋湿潤地域では、巨視的に見ると、寒冷な気候で針葉樹と落葉広葉樹が優占し、温暖な気候では常緑広葉樹

が優占する。ただし、針葉樹が優占する植生帯は、北半球だけに存在する「落葉広葉樹林」（暖かさの指数、 WI=45 

~ 85℃、寒さの指数、 CI<-15℃)を挟んで、「北方針葉樹林」と南北両半球にまたがる「温帯・熱帯針広混交林」と

いう 2つの森林帯に別れている。北方針葉樹林は夏が短く冬が厳しい大陸性気候 (WI=15 ~ 45℃、 CI<-15℃)に

成立するのに対し、両半球にまたがる温帯・熱帯針広混交林は寒い冬を欠く海洋性気候 (WI<144℃、 CI>-15℃) 

に成立する。さらに、熱帯低地を中心とする WI>144℃の地域には「熱帯・亜熱帯常緑広葉樹林」が分布し、西太平

洋湿澗地域の森林帯は以上 4つに大別される。北方針葉樹林は日本の高緯度または高標高に分布し、亜底山帯林や亜寒

帯林とも呼ばれる。温帯・ 熱帯針広混交林は、日本では太平洋側の狭い標高帯に限って分布する（いわゆるモミ・ツガ

林など）が、台湾やニュージーランドではより広い標高帯に渡って（より暖かい気候にまで）分布する。これら両半球

の温帯針広混交林は、東南アジアやニューギニアの熱帯山地の針広混交林へと連続的に変化していく。以上のことから、

針葉樹が優占する温帯・熱帯林を総称して、北方針葉樹林とは独立した、温帯・熱帯針広混交林と名付けたのである。

温帯・熱帯針広混交林では、比較的涼しい夏（熱帯山地では年を通じた低温）が常緑広葉樹の生育を制限する一方、温

暖な冬（熱帯山地では冬がないこと）が落葉広葉樹の生育を制限することで、針葉樹が優占しているのであろう。巨視

的に見た時に針葉樹が寒冷な気候で優占することは、土壌の貧栄養条件と関連している可能性があり、広葉樹が優占す

る気候帯であっても貧栄養土壌上では局所的に針葉樹が優占しうることは、その可能性を支持する。西太平洋地域と枇

界各地を比較すると、東太平洋地域で 2つの針葉樹林帯が連続するのと対照的であることを指摘した。

キーワード：球果類、植生地理、針広混交林、森林帯、垂直分布

はじめに

大沢は、一連の研究で、日本を含む東アジア湿潤地域

の植生の緯度・標高傾度に伴う変化を図式化して整理し、

植生テンプレートとして提示した (Ohsawa1990, 1991, 

1993, 1995 ; 大沢 1993,1995, 2003)。テンプレートとは、

地理的スケールにおける植生の配列秩序を図式で表現し

たもので、植生の様々な属性を図式上にオーバーレイし
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て示し、植生を地理的に比較する枠組みとして用いるた

めの「鋳型」となるものである（大沢 1995)。大沢の植

生テンプレートでは、北緯 20~30 度を境界に熱帯型の

垂直分布と温帯型の垂直分布が区別される。熱帯型垂直

分布では常緑広葉樹林が低地から森林限界まで連続する

のに対し、温帯型垂直分布では低地から順に常緑広葉樹

林、落葉広葉樹林、針葉樹林という順に変化し、これは

低緯度から高緯度へ向かう変化と同じである。このよう

に熱帯と温帯で垂直分布が異なる理由は気温の季節変化

の有無であり、冬を欠く熱帯では標高が上がると気温の
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低下に対応して常緑広葉樹林のままで構造や種多様性が

貧弱化して行くのに対し、温帯では北方または高標高に

向かって冬の気温が低下することで異なる生活形が有利

となり森林の相観が大きく変化するのである。大沢(1993)

自身が「湿潤アジアの垂直植生帯構造の特徴は、この単

純な図式でほぽ表現し尽くされている」と述べていると

おり、単純ながら説得力のある魅力的な植生帯モデル（模

式図）である。

筆者は長年にわたり、ボルネオのキナバル山（北緯 6度）

と日本の屋久島（北緯 30度）で標高傾度に沿って森林を

比較する研究をおこなってきた。大沢の植生テンプレー

トによると、屋久島は熱帯型垂直分布を示す山としては

ちょうど北限となっていて、キナバル山でも屋久島でも

標高傾度の全域に渡って常緑広葉樹が優占する熱帯型の

垂直分布を示すはずである。しかし、キナバル山でも屋

久島でも全標高域にわたって常緑樹が優占するものの、

高標高ほど広葉樹よりも針葉樹の優占度が高まり、森林

限界付近では針葉樹林といってもよいほどになる (Aiba

et al. 2007, 2013)。熱帯山地での常緑針葉樹の優占はニュ

ーギニアなどでも知られており、屋久島の山地針葉樹林

は日本の太平洋側に広く分布する温帯針葉樹林（モミ・

ツガ林など）の一型であると考えられるので、キナバル

山と屋久島が例外的というわけではない。特に、東南ア

ジア島嶼部からニューギニアにかけての地域（マレシア）

で行われた既往の研究をレビューしてみて、むしろ、熱

帯山地では高標高で針葉樹が優占することのほうが本来

の姿であると考えるようになった（相場 2011)。また、

大沢の植生テンプレートでは、熱帯の下部山地林が熱帯・

温帯移行帯から温帯にかけて分布する照葉樹林（亜熱帯

林・暖温帯林）と同じ植生帯であることが示されているが、

熱帯の上部山地林（熱帯亜高山帯林も含む；ちょうどキ

ナバル山で針葉樹の優占度が最大の標高帯に相当する）

は温帯林とは無関係とされている。針葉樹の優占という

共通点があったとしても、キナバル山の熱帯上部山地林

と屋久島の温帯針葉樹林はほんとうに無関係なのだろう

か？また、南半球の温帯にも針葉樹が優占する森林があ

るが、それとの関係はどうなのだろうか？以上のような

疑問を持つようになり、特に針葉樹の優占パターンを説

明するためには、大沢の植生テンプレートを改変・拡張

する必要があると考えるようになった。

西太平洋湿潤地域の植生帯

以上のことから、筆者は針葉樹の分布をうまく説明で
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きるように大沢の植生テンプレートを改変し、新たな植

生帯モデルを作成した (Aiba2016)。大沢のテンプレー

トは東アジアから東南アジア熱帯およびニューギニアに

かけての地域だけを対象としていたが、針葉樹の分布を

考えるには南半球温帯も含めて考える方が望ましい。そ

こで、日本から台湾・東南アジア島嶼部・ニューギニア・

オーストラリア東岸を経てタスマニアとニュージーラン

ドに至る西太平洋湿潤地域を対象とした（固 1)。この地

域の北半球側が中緯度の乾燥帯を欠くことはよく知られ

ている（吉良ほか 1976)が、南半球側でも年降水量 1000

mm以上の場所が連続している（ただし、オーストラリ

ア東部では山地だけに限定されるために飛び石状にな

る）。北緯 20-30度では、大沢が含めていたヒマラヤ山

脈は地理的に離れているため除外し、日本の南西諸島と

台湾だけを対象とした。大沢は温帯型と熱帯型の垂直分

布を区別したが、針葉樹は熱帯林にも南北両半球の温帯

にも分布するので、熱帯と温帯にまたがる植生帯も考え

た。植生帯を区分するに当たっては、吉良 (1948,1949) 

が日本の森林帯を区分するのに用いた暖かさの指数

(warmth index、WI) と寒さの指数 (coldnessindex、CI)

による境界線を基本とし、後続研究も参照した（図 2)。

境界線として用いたのは、以下の指数値である。

WI= 15℃ ：森林限界（吉良 1948; Ohsawa 1990)。

WI= 45℃ ：北方針葉樹林の南限および下限（吉良

1948)。

WI= 85℃ ：冷温帯落葉広葉樹林の南限および下限（吉

良 1948)。また、キナバル山における亜高山帯の下限

(Kitayama 1992)。

WI= 144℃：台湾における暖温帯林と亜熱帯林の境界 (Su

1984)。日本では WI=180℃ （吉良 1949) が用いられ

るが、これは渡瀬線にほぽ一致し、地理的隔離による

生物相の変化を大きく反映するため、採用しない。

CI = -15℃ ：常緑広葉樹高木の上限 (Hattoriand 

Nakanishi 1985)。常緑広葉樹高木の北限 (CI= -10℃、

吉良 1948) は海風の影響を分離できないため (Hattori

and Nakanishi 1985)採用しない。

最寒月平均気温=18℃: Koppen (1923)の熱帯気候の限界。

また、キナバル山における熱帯低地林の上限 (Kitayama

1992)。

以上の方法により、気温条件に基づき 7つの植生帯（高

山帯と 6つの森林帯）を区分した（図 3)。さらに、針葉

樹の優占度と優占種の常緑・落葉性に基づき、 6つの森
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図I. 代表的な山岳の位置（＊）を示す西太平洋地域の地図。それぞれの山岳において最も高い標高にあ

る気象観測点の月平均気温を折れ線グラフで示し、緯度、標高、暖かさの指数 (WI)、寒さの指数 (CI)

を数値で示す。年降水量 1000mm以上の地域を灰色で示す (Schneideret al. 2014)。Aiba(2016)を改変。

林帯を 4つにまとめた。すなわち、 (1)北方針葉樹林、 (2)

冷温帯落葉広葉樹林、 (3) 温帯・熱帯針広混交林、 (4)

熱帯・亜熱帯常緑広葉樹林である。ただし、オーストラ

リア南東部の亜高山帯のごく限られた地域には、気候条

件は (1) または (2) と等しいが常緑広葉樹のユーカリ

属が優占する森林がある。

この新しい植生帯モデルでは、以下のようなことが表

現されている。西太平洋湿潤地域では、巨視的に見ると、

寒冷な気候で針葉樹と落葉広葉樹が優占し、温暖な気候

では常緑広葉樹が優占する。ただし、針葉樹が優占する

植生帯は、北半球にだけ存在する落葉広葉樹林 (WI=

45 - 85℃、 CI<-15℃ ；図 1の早池峰山がその例）を

挟んで、北方針葉樹林と南北両半球にまたがる温帯・熱

帯針広混交林という不連続な 2つの地域に別れている。

北方針葉樹林は夏が短く冬が厳しい大陸性気候 (WI=

15 ~ 45℃、 CI<-15℃)に成立するのに対し、両半球

の温帯・熱帯針広混交林は寒い冬を欠く海洋性気候 (WI<

144℃、 CI>-15℃)に成立する。この違いは気温条件

で北方針葉樹林に含まれる大雪山と温帯・熱帯針広混交

林に含まれる阿蘇山以南の気温の季節変化を比べると明

瞭である（図 I)。大雪山では冬期に氷点下になる期間が

長く、しかも最寒月の平均気温は一20℃近くにまで低下

するのに対し、阿蘇山以南では氷点下になることはほと

んど（またはまったく）ない。北方針葉樹林は日本の嵩
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図2. 西太平洋湿潤地域における緯度・ 標高傾度に対応した植生帯を区分する気候境界線（太線）。太線のうち、

実線は暖かさの指数 (WI)、破線は寒さの指数 (CI)、点線は最寒月平均気温 (TCM)に基づく境界線を示す。

細線は陸地の輪郭を示し、日本 （南西諸島を含む）と台湾、オーストラリア （タスマニアを含む）とニュー

ジーランドを別々に示す。緯度の正の値は北緯を表し、負の値は南緯を表す。Xは森林限界を表 し、ーは各

山岳における最も高い標高における気象観測点（＊は図 lに示す観測点）を表す。Aiba(2016)を改変。
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緯度または高標高に分布し、亜高山帯林や亜寒帯林 （吉

良ほか 1976) とも呼ばれる。温帯・熱帯針広混交林は、

日本では太平洋側の狭い標高帯に限って分布する （いわ

ゆるモミ・ツガ林がその代表）が、台湾やニュージーラ

ンドではより広い標高帯に渡って（より暖かい気候にま

で）分布する。これら両半球の温帯針広混交林は、東南

アジアやニュ ーギニアの熱帯山地の針葉樹林や針広混交

林へと連続的に変化していく 。特に熱帯山地と南半球温

帯は季節性の有無という 違いにも関わらず、マキ科とナ

ンヨウスギ科の 針 葉 樹 の 多 く の 属 (Dacrycarpus、

Dacrydium、Phyllocladus、Agathisなど； de Laubenfels 

1988)を共有しており、熱帯と温帯の連続性を示している。

これらのことから、針葉樹が優占する温帯・熱帯林を総

称して、北方針葉樹林とは独立した、「温帯・熱帯針広混

交林」と名付けたのである。

以上のように気候により定義された「温帯・熱帯針広

混交林」の中には、例外的に針葉樹の優占度が低い場所（い

ずれも WI=85 ~ 144℃)が 2 か所あり 、 1 つはオー ス

トラリア本土の南東部であり、もう 1つは日本の照葉樹

林帯（暖温帯常緑広葉樹林）である。 オーストラリアで

は過去の気候変動で湿潤気候に適応した針葉樹が絶滅し

たことがその原因であろう（堀田 1974; Hill and Brodribb 

1999 ; Kershaw and Wagstaff 2001)。一方、日本の照葉樹

林の場合は歴史時代（特に西暦 600年以降）からの伐採（タ

ットマン 1998)がその原因であり、照葉樹林には針葉樹

が混交するのが人為が加わる前の本来の姿だったのでは

ないかと筆者は考えている。

針葉樹優占のメカニズム

では、なぜ北方針葉樹林と温帯・熱帯針広混交林では

針葉樹が優占するのだろうか？北方針葉樹林で優占する

マツ科の 4属 （トウヒ属、モ ミ属、マツ属、カラマツ属）

が針葉樹の中で も飛びぬけた耐寒性を持つことが北方針

葉樹林成立の前提であることは間違いない （酒井 1995)。

しかし、落葉広葉樹にも同等の耐寒性を持つ樹種がある

（カバノキ属、ヤマナラ シ属、ヤナギ属など：酒井 1995)

ので、 耐寒性だけでは針葉樹の優占は説明できない。落

葉広葉樹はエンボリ ズム（道管水の凍結融解による木部

閉塞；舘野 2003)が起こりやすい冬季には落葉していて

道管も機能していないので、針葉樹がエンボリズムに強

い仮道管を持つことでも説明は難しそうだ。だとすると
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図3. 温度により識別された西太平洋湿潤地域における 7つの植生帯（高山帯と 6つの森林帯）。ただし、オー

スラリア亜高山帯（＊）は北半球の北方針葉樹林帯と冷温帯落葉広葉樹林をあわせた温度域に対応し、ニ

ュージーランドとタスマニアでは高山帯となる。両半球にまたがって分布する森林帯は、同じ植生帯であ

っても、北半球温帯・ 熱帯・南半球温帯で異なる名称で呼ばれてきた。上記の 6つの森林帯は、気候およ

び針葉樹の優占度と優占種の落葉 ・常緑性に基づき、 4つの森林帯にまとめられる。すなわち、 (I)北方針

葉樹林、 (2) 冷温帯落葉広葉樹林、 (3)温帯・熱帯針広混交林、 (4)熱帯・亜熱帯常緑広葉樹林。ただし、

分布域が小さいオースラリア亜高山帯林は除外されている。Aiba(2016) を改変。
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北方針葉樹が（カラマツ属以外は）常緑性であることが

優占の理由なのかもしれない。落葉広葉樹は短い夏の初

めに一から葉を作らなくてはならないので、光要求性が

高くなり必然的に陽樹となる。針葉樹は休眠していた常

緑葉をすぐに使うことができるので、光条件が悪くても

生育可能な陰樹となり、その結果北方針葉樹林で優占す

ることになるのだろう。落葉性のカラマツ属は針葉樹で

あっても陽樹であり、山火事による撹乱地や乾燥した立

地でのみ優占する (Uemuraet al. 1997)。東シベリアの北

方針葉樹林ではダフリアカラマツ (Larixgmelinii) が優

占し、吉良 (1976,2001) はこれを乾燥気候に対応した落

葉針葉樹林帯として認めたが、これは気候的極相ではな

＜遷 移の 途中 相として考えるほうが正しいようだ

(Schultze et al. 2012)。

他方、温帯・熱帯針広混交林では、比較的涼しい夏（熱

帯山地では年を通じた低温）が常緑広葉樹の生育を制限

する一方、温暖な冬（熱帯山地では冬がないこと）が落

葉広葉樹の生育を制限することで、針葉樹が優占してい

るのであろう。冬が温暖だと冬も光合成可能な常緑針葉

樹 (Waringand Franklin 1979 ; Han and Mukai 1999 ; Weng 

et al. 2005)が落葉広葉樹よりも有利になるのは理解しや

すいが、なぜ夏が涼しいと常緑針葉樹が常緑広葉樹より

有利になるかはそれほど自明ではない。筆者は、冷涼な

夏が土壌有機物の分解速度の低下を通じて貧栄養土壌を

もたらし、このことが針葉樹を常緑広葉樹より有利にさ

せているのではないかと考えている。いったん針葉樹が

生育しはじめると、その難分解性のリターのため分解速

度の低下に正のフィードバックがかかることになるだろ

う（相場ほか 2017)。

日本の森林の気候的極相は、亜熱帯・暖温帯では常緑

広葉樹林、冷温帯では落葉広葉樹林であるが、遷移途中

の森林では針葉樹（特にマツ科マツ属）がしばしば優占

する。逆に、ニュージーランドでは、土壌の老化が進ん

だ遷移後期の森林でマキ科針葉樹が優占する (Richardson

et al. 2004 ; Coomes et al. 2005)。また、日本では、海岸 ・

急斜面や岩石地・湿地・河畔や渓畔・石灰岩や蛇紋岩な

どの特殊な地形・地質条件には、土地的極相としての針

葉樹林や針広混交林が見られる（山中 1979)。後述する
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図4. 西太平洋湿潤地域の森林帯モデルに針葉樹が優占する森林の位置を科ごとに示した図。 Cはヒ ノキ科、Pはマツ科、

aはナンヨウスギ科、 pはマキ科を示す。

東南アジア低地のナンヨウスギ科Agathis属などが優占す

る熱帯ヒース林や湿地林も土地的極相の一例である。こ

れら多様な立地条件にある針葉樹優占林の共通点は、貧

栄養土壌である。同様に、北方針葉樹林においても、先

に述べた針葉樹が常緑性であることだけでなく、気温が

低いために土壌が貧栄養であることも針葉樹の優占の原

因となっているかもしれない。

したがって、巨視的に見た時に針葉樹が寒冷な気候で

優占することは、土壌の貧栄養条件と関連している可能

性があり、広葉樹が優占する気候帯であっても 貧栄養土

壌上では局所的に針葉樹が優占しうることは、その可能

性を支持する。つまり、針葉樹優占の地理的パターンは

見かけ上気候条件と対応しているものの、針葉樹優占の

本質的な環境条件は、気候ではなく土壌栄養条件なのか

もしれない。
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針葉樹の科の分布パターン

前々節で紹介した新しい植生帯モデルに針葉樹が優占

する森林の分布を科ごとに示してみると、北方針葉樹林

ではマツ科だけが優占する一方、温帯 ・熱帯針広混交林

のうち、日本と台湾ではマツ科とヒノキ科が優占するの

に対し、熱帯から南半球温帯ではマキ科とヒノキ科が優

占することがわかる（図 4)。ナンヨウスギ科もニュージ

ーランドとボルネオではマキ科と似た分布を示すが、分

布の中心は温帯・熱帯針広混交林よりも暖かい熱帯・亜

熱帯常緑広葉樹林にあり、東南アジアでは Agathis属だけ

が分布し山地に分布するほか低地では熱帯ヒース林また

は湿地林の貧栄養土壌で優占する。ヒノキ科は南北両半

球に分布するが、北半球温帯と熱帯・南半球温帯では属

が異なる（前者ではスギ属 ・ヒノキ属など、後者では

Papuacedrus属 ・Libocedrus属など）。温帯・熱帯針広混

交林では、台湾とフィリビンの間を境界として、優占す

る科（ヒノキ科では属）が完全にいれかわる。このよう
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に北半球と南半球（および熱帯）の間で、分布する針葉 く結果の解釈にば注意が必要である。

樹の分類群が異なることは世界的な現象で、白亜紀のロ

ーラシアとゴンドワナの 2大陸から分裂した陸塊の移動

と、これらの科（ヒノキ科では属）の起源地からの拡散、

種分化により説明できる (Morley2000 ; Leslie et al. 

2012 ; Mao et al. 2012 ; Wang and Ran 2014)。

以上のように、温帯・熱帯針広混交林においては北半

球温帯と熱帯・南半球温帯で優占する分類群が異なり、

後者の方が耐寒性の低い傾向があるものの、結局すべて

針葉樹であって、基本的な生理的• 生態的性質は共通で

あると考えてよいだろう。生理的には針葉樹はすべて仮

道管だけを持ち、平行脈のある厚くて長寿命（一部落葉

性の例外あり）の葉を持つ。また、針業樹の生態的性質は、

北方針葉樹林では前述のとおり落葉広葉樹よりも陰樹的

であるが、温帯・熱帯針広混交林では基本的には（少な

くとも優占種となる種では）長寿命の陽樹であり、まれ

な撹乱により定着した後は森林の上層にとどまり、下層

の耐陰性の強い常緑広葉樹とは階層をすみ分ける傾向が

ある。温帯・熱帯針広混交林では、針葉樹の優占度が高

いほど林分レベルの胸高断面積が高いという「付加的断

面積」現象が、マツ科・ヒノキ科を含む日本・台湾の森

林でも、マキ科・ナンヨウスギ科を含むニューギニア・

ニュージーランドの森林でも報告されている (Enrightand 

Ogden 1995 ; 相場 2006; Aiba et al. 2007, 2013 ; Liao et al. 

2014 ; Aiba 2016)。この現象は、階層構造を成す広葉樹

と針葉樹のニッチ相補性を反映していると考えられる。

したがって、分布する針葉樹の科に関わらず、南北両半

球の温帯と熱帯に分布する温帯・熱帯針広混交林をひと

つの植生帯としてまとめることは十分可能であると箪者

は考えている。

マツ科の分布を見てみると、北方針葉樹林だけでなく

温帯・熱帯針広混交林すなわち、日本のモミ・ツガ林や

台湾の針葉樹林でも優占していることがわかる。台湾の

亜高山帯林（ニイタカトドマツ Abieskawakamii・ニイタ

カトウヒ Piceamorrisonicolaなどが優占）は北方針葉樹

林の南限とも考えられてきた（たとえばSu1984 ; Ohsawa 

1990)が、温度条件からみると日本のモミ・ツガ林と同

じ植生帯なのである。マツ科の中で北方針葉林の優占種

を含むモミ属・トウヒ属・マツ属・ツガ属であっても、

温帯針葉樹林（温帯・熱帯針広混交林のうち北半球温帯

に位置する森林）にも多くの種が分布する（酒井 1995)。

花粉分析では特定の属を特定の気候と結びつけた仮定（た

とえばトウヒ属は北方林に分布するなど； Gotanda et al. 

2002)が置かれることが多いが、そのような仮定に基づ
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おわりに

ここに紹介した新しい植生帯モデルによって、西太平

洋湿潤地域における針葉樹優占の巨視的な地理的パター

ンを理解することができる。その要点は、針葉樹が優占

する植生帯には北方針葉樹林と温帯・熱帯針広混交林と

いう 2つがあって、間に冷温帯落葉広葉樹林が挟まるた

めに、この 2つの植生帯は不連続に分布するということ

である。このモデルで日本の温帯針葉樹林から南方へと

続く温帯・熱帯針広混交林という植生帯が認められるこ

とは、吉良ほか (1976)が日本と東アジア・東南アジア・

ニューギニアの垂直植生帯を比較した最後に、「南西日本

の太平洋側とそれ以北の地域との間には、かなり重要な

生物地理学上の境界線が引かれねばならないかもしれな

い」と述べていたことに対応する。

ただし、科内や属内での種の分布は温度傾度に沿って

連続し、針葉樹の種密度は北方針葉樹林から落葉広葉樹

林を経て温帯・熱帯針広混交林へと連続的に変化するこ

とに注意しなくてはならない（吉良• 吉野 1967)。落葉

広葉樹林にも多数の針葉樹が分布するが、前述のとおり

ふつうは優占種とはならず、貧栄養上壌上だけで優占し

うる。あくまで、植生帯全体での平均的な優占度に着目

すると、北方針葉樹林と温帯・熱帯針広混交林は不連続

な分布を示すということなのである。実際、湿潤で冬の

寒さが顕著でない北アメリカ西部沿岸部では、落葉広葉

樹は種数が少なく優占度も低いため冷温帯落葉広葉樹林

は植生帯としては認められず、温帯針葉樹林が北方針葉

樹林へと連続的に変化していく (Barbourand Billings 

2000; 冬が寒い北アメリカ西部内陸部でも落葉広葉樹林

を欠くのは乾燥気候のためであろう）。したがって、もし

東太平洋湿潤地域（南北アメリカ西岸）について同様の

植生帯モデルを作成したならば、北方針葉樹林と温帯・

熱帯針広混交林が連続した 1つの針葉樹林帯が認められ

るのではないかと予測される。北半球西太平洋地域では

その針葉樹林帯の中に夏が暖かくて冬が寒いという条件

があるために、その条件に対応して落葉広葉樹林が割り

込んで北方針葉樹林と温帯・熱帯針広混交林という 2つ

の植生帯に分割しているという解釈ができる。

先述のとおり、山火事跡地や乾燥した立地で優占する

カラマツ属を除けば、北方針葉樹林では常緑針葉樹が優

占する。したがって、植生の常緑性・落葉性に着目すると、

北半球西太平洋地域には、緯度・標高傾度に沿って、常



相場慎一郎

緑性の「二山分布」（菊沢 2005)が認められる。しかし、

これを地球上で普遍的な植生パターンと考えるのは誤り

である。 Troll(1948)が示したように、常緑性の「＝山

分布」が見られるのは北半球だけであり、南半球ではふ

つう見られない。南アメリカとタスマニアにはナンキョ

クブナ科の落葉広葉樹優占林があるが、局地的に分布す

るにすぎない（吉良 1976,2001 ; Veblen et al. 1996)。さら

に、北半球であっても、常緑性の「二山分布」は東アジア・

ヨーロッパ・北アメリカ東部では見られるが、上述のと

おり北アメリカ西部では見られない。ここに紹介した新

しい植生帯モデルでは、西太平洋地域では北半球に夏が

暖かくて冬が寒いという落葉広葉樹林帯成立の気候条件

が存在することが二山分布の原因であることが示された。

北アメリカ東部やヨーロッパでも気候により説明できる

のだろうか？それとも、オーストラリア南東部のように、

過去の気候変動によって特定の植物分類群が絶滅したな

ど植物相の影響もあるのだろうか？南北アメリカ大陸や

ヨーロッパからアフリカにかけての地域でも熱帯を挟ん

だ南北両半球の植生の変化をモデル化して比較できたな

らば面白いだろうが、これらの地域では中緯度の乾燥気

候が顕著であるのが難しい点である。湿潤地域だけをつ

なげて考えることができる点で、西太平洋地域は地球全

体の植生を理解するために理想的なモデルとなる場所な

のかもしれない。
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